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　　　　アラビア語の方向（・位置）表現
　　　　　　　　　　一「タテ・ヨコ・ナナメ」
ワリード・イブラヒム
0．はじめに
　本稿では、日本語の「タテ・ヨコ・ナナメ」に対応しているアラビア語におけ
る「方向・位置」を表わす表現を検討した結果を纏める。以下では「タテ・ヨ
コ・ナナメ」に対応するアラビア語の語群をあげるが、それらの日本語との対応
の様子を明らかにする。
　　タテ：ra？sy（「形」1）縦の）・’amudy（「形」垂直の）・qa？im（「形」、立っ
　　　　ている、まっすぐな）・．tuwly（「形」縦に長いもの）
　　ヨコ：？ufuqy（「形」水平の、地平線の）・’ar．　dy（「形」横に広がる）
　ナナメ：maa？il（「形」斜めの）
1．タテ　「ra？sy・’amudy・qa？im・．twly」
　「タテ」に対応するアラビア語は「ra？sy（「形」縦の）・’amudy（「形」垂直
の）・qa？im（「形」まっすぐな）・．tuwly（「形」縦に長いもの）」という四っ
の単語があげられる。ここではそれぞれの意味特徴を、例文を手がかりに検討す
る。
　まず、rra？sy（「形」縦の）」と「’amudy（「形」垂直の、直立の、円柱状
の）」の違いを見るため、それぞれの元になる動詞の意味を明らかにしたい。ra？
syは、「ra？sa」という動詞の派生語であり、「～の議長を務める、～のヘッドと
なる等」という意味を表わす。また「ra？s（頭）」もその動詞の派生語である。
っまり、ものごとの全体のトップであるということから、「上から下へと繋がっ
ている状態や方向」を表わすというように解釈できる。それに対して、
「’amudy」は、「’amada」という動詞の派生語であり、その動詞の意味は「～を
支える、何かを基盤にして立てる」と定義されている（『Al－wasyt』）。また、
「’amud（柱）」もその動詞の派生語である。すなわち、「amudy」は、「ra？sy」
と反対に基盤になるものが必要であり、「その基盤（あるいは、下）からまっす
ぐに上の方へ繋がる状態や方向」を表わしていると思われる。例えば、以下の例
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文1の場合は、「上から下へ」もしくは、「下から上へ」のどちらの解釈も可能な
ため、「ra？sy」と「’amudy」の両語の置き換えは可能である。しかし、例文2
と3の場合は、rra？sy」のみが可能である。例文3の場合は一般的に、「縦に」
ではなく、「上から下へ」という表現が用いられる。英語の「form　top・to　bot－
tom」という表現の影響の可能性はあるかもしれないが、「タテ」に当たる単語
を使う場合は「ra？sy」のみが適切であり、「’amudy・qa？im・．tuwly」のど
れも不自然になると思われる。
　　描く　　線　　　縦1．yarsem　xa．　tan　’amudy（ra？sy）
　　揺れる　　縦に
2．　yahtaz　ra？syan
　　　日本語　　　書かれる　も　　縦に3．　al－yabaanyah　tuktaba　ai．　d　ra？syan2）
（彼は）縦の線，（垂直線）を描く。
縦に揺れる。
日本語は縦にも書かれる。
　以下の例文4～7でみられるようにqa？im（立っている、まっすぐな、直角
の）と，twly（縦に長いもの）も日本語の「タテ」に対応している。「．　tuwly」
は「．taala（長くなる、高く上がる）」という動詞の派生語である。また、形容
詞の「。tawyl（長い、背が高い）」もこの動詞の派生語である。「．　tuwly」は、
以下の例文4で見られるように、「全体の長さを認識して話している場合、もし
くは、長さの図れるもの」の場合に用いられると言える。例文5の場合も専門用
語ではあるが、終始がはっきりしているものである。しかし、「緯度」の場合は、
形容詞の「．tuwly」ではなく、「．　tuw1」という名詞の形式で用いられている。
　例文6と7ではrqa？im」が用いられているが、この二っの例文のrqa？im」
は他の語に置き換えられない。「qa？im」は、「qaama」という動詞の派生語で
あり、「立っ、起立する、実行する」という意味を表わす。例文6の場合は「本
を直立している状態にしなさい」という意味を表わす。また、例文7の場合も専
門用語であり、他の語と置き換えるのは不可能である。
　　　切る　　　スイカ　　　　　　　　　　　　　　　　　（彼は）スイカを縦に切る。4．yaq． ta’al－ba． tdx．tuwlyan
　　線　　縦
5．xa．　t．tuwl
　置きなさいその本6．　．da’　el－ketaab　qa？iman
　　　三角形　　　　直　　　角
7．muthallath　qa？im　al－zawyah3）
緯度。
本を縦に置きなさい。
直角の三角形。
2．　ヨコ：「？ufuqy　・　’ar．　dy」
　日本語の「ヨコ」に対応するアラビア語は、「？ufuqy（水平の、地平線の）」
と「’ar．　dy（横に広がる）」の二っの単語があげられるが、その二つの単語と以
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上であげた「タテ」に対応する語との対義関係は以下の表の通りである。
　　　タテ　　　　　ヨコ
（A）ra？sy　　⇔　？ufuqy
（B）．tuwly　⇔　’ar．　dy
　上の表でも分かるように、（A）は「？ufuqy」と「ra？sy」は対義関係にある
ことを表わしている。なお、「？ufuqy」は、「faaqa」という動詞からの派生語で
あるが、「faaqa」の基本的な意味は、「～より上である、優れる、～超える等」
と定義されている（『Al－wasyt』）。この動詞から、「場所名詞」の「fawqa
（上）」また、「？ufuq（地平、地平線、視界）」という名詞も派生される。
　　　線　　地平の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地平線8．　xa． t　al－？ufuq
　　線　　横の
9．　xa．　t？ufuqy
　　揺れる　　横に
10．　yahtaz？ufuqyan
　　　　日本語　　　書かれる　　も　　　横
11．　al－yabaanyah　tuktaba　aL　d？ufuqyan
　　広い　視野・知識
12．wase’　al・？ufuq
横の線
横に揺れる。
日本語は横にも書かれる。
視野の広い（知識の豊富な人）
　以上の例文をみると、8～11は「水平の方向、横に広がるものなど」という意
味を表わし、日本語の「ヨコ」と同じ用法である。しかし、例文12の場合は、
「？ufuq（地平）」の基本的な意味から転用した用法であり、「物の考え方の及ぶ
範囲や知識度」を表わす。
　また、同じ表の（B）は、「ar．　dy」と「．　tuwly」が対義関係にあるというこ
とを表わしている。そして、「ar．　dy」と「．　tuwly」の対は、名詞の「’ar．　d
（幅）」、「．tuwl（長さ、背の高さ）」のそれぞれの形容詞である。前者は「その
物の正面に向かった時に、左の端から右の端までの長さ」、そして、後者は「そ
の物の正面に向かった時に、上の端から下の端までの長さ」を表わす。そのため、
以下の例文13は上記の例文5と対立関係にあることは言うまでもなく、例文14
も、大きさを測る場合に「’ar，　d（幅）」、「．tuw1（長さ・高さ）」が用いられる
ことが明らかであり、例文13と14の場合は’ar．　dのみが可能である。なお、例
文15の場合は、「？ufuqy」と「ar．　dy」のどちらも可能とは言えるが、「．　tu－
wly（タテ）」の分析でも述べたように、「全体の大きさを認識して話しているか
どうか」のニュアンスの違いが生ずる。そして、「．tuwly」と同様に、’ar，　dは
「端から端まで認識する」という意味内容が含意されると思われる。
　　　線　　横　13．xa．　t’ar．　d　　経度。
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　　　この箱その長さセンチそしてその幅センチ14．hadha　al－．　sandwq．tuwlahu　90　santiimetr　wa　’ar．　dahu　60　santiimetr
　　この箱はタテ90センチ、ヨコ60センチ。
　　彼塗る　壁　色で 横に15．hwa　yadhen　a1－．　haa？i．　t　bil－alwan’ar．　dan
　　壁にペンキでヨコに色を塗っていく。
　日本語では例文16と17のように、「首を振る」という表現を用いて、相手の
話していることに対して肯定や否定の意見を表わす場合も「タテ／ヨコ」が用い
られるが、アラビア語の場合は、上記で示した「タテ／ヨコ」に対応する語群は
対応しない。例えば、例文16は「タテ」ではなくrijab（肯定）」、例文17は
「ヨコ」ではなく「nafy（否定）」という表現が一般的である。
　　　振る　彼の頭　　肯定　16．hazza　ra？sahu　bi－ijab　首をタテに振る。
　　　　　　　　　　　否定　17．hazza　ra？sahu　nafyan　首をヨコに振る。
　また、日本語の「ヨコ」には、上記のような「方向」を表わす「ヨコ」と、次
の例文18のように「位置」を表わす「ヨコ」があるが、上記であげた「方向の
ヨコ」に対応するアラビア語には「位置」を表わす用法はない。例文18でも分
かるように、「位置」を表わす場合はrbijanib（～のそば）」や「（bijiwar～の
隣）」のような「場所名詞」が用いられる。
　　　　ピアノ　　　隣に　　　　本棚
　18．al－bianw　bijanib　al－maktabah　　ピアノは本棚のヨコにある。
3．　ナナメ　「maa？il」
　日本語の「ナナメ」に対応するアラビア語の単語としてrmaa？il（「形」斜め
の）」をあげたが、例文（19～25）をみると、殆どの例文にmaa？i1が対応する
ことが分かるが、まず、以下の図式でmaa？ilが表わす状態を示す。
（A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（B）
maa？il
　以上の図式（A）のように、「maa？i1」は「垂直から左右に先端が少しずれる
状態」を、図式（B）のように「水平から上下に先端が少しずれた状態」を表わ
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す。また、例文19～21のように「maa？il」は日本語の「ナナメ」に適応して用
いられることが明らかである。
　　　線　　斜めの　19．xa．　t　maa？il　斜線。
　　　塔　ビザ　　斜めの　20．burj　biza　al－maa？i1　　ビザの斜塔。
　　　　描く　　線　　斜めの　の上に　　　紙
　21，yarsem　xa．　t　maa？i1’ala　al－waraqah
　　　紙にナナメの線を描く。
　maa？ilは、動詞「maala」の派生語であり、「maala」の意味は「まっすぐで
はなくなった、ずれた、傾いた」と定義されている（『Al－wasyt』）。そして、動
詞としての用法は以下の例文22～24のようである。例文22の場合、「maala」
は「太陽の円盤が空の真中から西の方へ移動して行く状態」を表わす。すなわち、
太陽は空の真中（昇って一番高いところ）からずれていく意味で用いられ、例文
23の場合は、「踏むべき正しい道からずれる」という意味を表わしている。この
二っの例文の「maala」の用法はどちらも、本来の意味からの転用であるが、例
文24は、「傾いた、揺れた」という意味で、っまり、「まっすぐな状態ではない」
という意味で用いられるから、本来の意味を表わしている。
　　沈んでいく　　太陽
22，maalat　asshamsu
　　ずれた　～から　　道義
23．maala　’an　al－．　haq
　　傾いたその枝24．maala　al－ghu．　sn
太陽は沈んでいく。
道義に反した。
枝が傾いた（揺れた）。
　そして、次の例文25と26に見られるように日本語の「ナナメ」と同じ副詞的
な用法もある。例文25では形容詞maa？ilの副詞形「maa？ilan」を用いており、
例文26の場合は、副詞形を表わす（前置詞の「bi」＋名詞の「may1」）という
形式が用いられている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壁　　　　　　　　　　　　　　　　　’ala　al－．　haa？i．　t貼った ポスター 　斜めに 　～の上25．la． saqa al－？i’lan　maa？ilan
　　壁にポスターをナナメに貼った。
　　　切る　そのケーキ　斜めに
26．qa．　ta’a　al・ka’ka　bi－may1
　　ケーキをナナメに切った。
　しかし、「～横切る、～歩く」のような移動を表わす動詞と共起できず、例文
27でも見られるようにその場合は「右（左）の方に向かって～」という表現の
方が自然に思える。以上の例文22～24の解説でも分かるようにrmaala」は、
基本的に「あるべき状態、踏むべき道や方向からずれる」という意味を表わして
おり、次の例文27の場合は、まっすぐに（一直線に歩いて）渡らなければいけ
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ない必要はないため、この例文には適切とは言えない。また、上記25、26でも
見たように、「斜めに切る、斜あに貼る」という言い方はできるが、「斜あに歩く、
斜めに横切る」という言い方は不自然だということを考えると、「移動」を表わ
す動詞と結びっかないと考えられる。
　　　横切る　　広場　　　～に向かって　～方に　　　右　　　　　　左
　27．’abara　al－maydan　mutajihan？ila　a1－yamyn（a1－yasar）
　　　広場をナナメに横切る。（右・左の方に向かって広場を横切った。）
4．　まとめ
　以上、日本語の「タテ・ヨコ・ナナメ」に対応するアラビア語の語群の分析を
試みたが、その分析によって得た結果は、次の要点に纏められる。
　まず、「タテ・ヨコ・ナナメ」に限らず、アラビア語の場合は、副詞・形容
詞・場所名詞など、品詞の意味分析の際、元になる動詞の基本的な意味の影響が
大きいと言える。例えば、「ヨコ」の対応語としてあがった「？ufuqyと’ar．　dy」
の違いは、それぞれの元になる動詞や他の派生語から分析して、「？ufuqy」は、
他より優れたもの、地平線などのような全体の把握が不可能なものを表わし、そ
して、「’ar．　dy」は、横に広がるもの、幅などのような全体の把握が不可能では
ないものを表わしていることが明らかになったと思われる。
　また、2．で上げた「（A）ra？sy　co？ufuqy」は、「方向の上から下まで、も
しくは、右から左までの相対的な認識4）」を表わす。そして、「（B）．tuwly　⇔
’ar．　dy」は、「方向の上の端から下の端まで、もしくは、右の端から左の端まで
の全体的な認識」を表わす。言い換えれば、（A）グループの場合は、上下や左
右の方向を表わすのに対して、（B）グループは、上下・左右の方向とその終始
点を把握、もしくは、把握可能なものを表わすと考えられる。
　そして、日本語の場合は、「ヨコ」が「方向・位置」の両方の用法があるが、
アラビア語の場合は、「方向表現」と「位置表現」が別物であり、「方向」を表わ
す「ヨコ」に対応するアラビア語の語群には「位置」を表わす用法はない。
　一方、「ヨコ」に対応するアラビア語の「？ufuqy」は、例文でもみたように
「視野、知識」という意味転用が見られるが、そのような用法は日本語には見ら
れない。
　注
1）　「形」は品詞「形容詞」の略語である。なお、本稿で、アラビア語の「形容詞」は
　「単数・男性」の基本形、「動詞」は「男性・三人称・単数・能動・完了」の基本形であ
　げる。
2）例文3と4など、「形容詞」の語尾に「an」が付くものは、その形容詞の副詞形を表
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　わす。
3）「直角」に対応しているアラビア語の単語は「複合名詞」で表現されている。
4）　国広（1982）は「タテ・ヨコ」を「絶対用法と相対用法と形態用法」に分けたが、こ
　こでいう「相対的認識」とは、「話し手の視点の位置と関係なく、重力方向に水平か垂
　直かであることが、終始点を意識していない表現である」という意味で使用している。
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